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シスコプラグアンドプレイゲートウェイ HAの機能
の以前のリリースは、次のモードのいずれかで単一のシスコプラグアンドプレイゲートウェ

イをサポートしていました。

•プラグアンドプレイゲートウェイスタンドアロンサーバーモード
•プラグアンドプレイゲートウェイ統合サーバーモード

HAはこの両方のソリューションで使用できず、シスコプラグアンドプレイゲートウェイは
セカンダリ サーバーに自動的には接続されません。また、セカンダリ サーバーに手動でリダ

イレクトする必要があります。

は、現在のリリースの HAでプラグアンドプレイゲートウェイをサポートしています。シス
コプラグアンドプレイ HA機能の目的は以下を可能にすることです。

•セカンダリスタンバイプラグアンドプレイゲートウェイを提供することによる、スタン
ドアロンサーバープラグアンドプレイゲートウェイ上の HA。

•スタンドアロンプラグアンドプレイゲートウェイと HA間の HAサポート。
•統合プラグアンドプレイゲートウェイに対する HAサポート。
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シスコプラグアンドプレイゲートウェイ HAの前提条
件

シスコプラグアンドプレイゲートウェイの HA機能を使用する前に、次の手順を実行する必
要があります。

•プライマリとセカンダリの サーバーを設定します。これらは、プラグアンドプレイゲー
トウェイスタンドアロンサーバーからアクセスできる必要があります。詳細については、

ハイアベイラビリティの設定を参照してください。

•メッセージキューポート 61617とヘルスモニターポート 8082に使用されるプライマリ
とセカンダリの SSLサーバー証明書が、IPアドレスが異なる HAモードのプライマリ
サーバーとセカンダリサーバーから抽出できることを確認します。詳細については、ハイ

アベイラビリティのセットアップを参照してください。

•仮想 IPアドレスベースのHAの場合は、プライマリサーバとセカンダリサーバの両方に
その仮想 IPアドレスと証明書を割り当てる必要があります。詳細については、HAでの仮
想 IPアドレッシングの使用を参照してください。

• HAの役割を担うサービスに応じて、サーバーメッセージキューポート 61617のいずれ
かを常時アクティブにする必要があります。

•プライマリとセカンダリのプラグアンドプレイゲートウェイ仮想マシンをインストール
します。OVAファイルからの仮想マシンのインストール方法については、最新の『Cisco
Prime Infrastructure Quick Start Guide』を参照してください。

Prime Infrastructure HA用のスタンドアロンシスコプラグ
アンドプレイゲートウェイのセットアップ

HAの Cisco Prime Infrastructureサーバーは次の 2つのモードで設定できます。

•プライマリサーバとセカンダリサーバの仮想 IPアドレス。詳細については、HAでの仮
想 IPアドレッシングの使用を参照してください。

•プライマリサーバーとセカンダリサーバーで別々の IPアドレス。詳細については、ハイ
アベイラビリティのセットアップを参照してください。

セットアップ手順に少し変更を加えることにより、両方のモードで機能するように、スタンド

アロンシスコプラグアンドプレイゲートウェイを設定できます。

関連トピック

仮想 IPアドレスが割り当てられた HAの （3ページ）
IPアドレスが異なる HAの （3ページ）
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仮想 IPアドレスが割り当てられた HAの
は、アクティブなサーバーに応じて、プライマリサーバーとセカンダリサーバー上を移動す

る仮想 IPアドレスで設定できます。シスコプラグアンドプレイゲートウェイのセットアッ
プ中に HAの の仮想 IPアドレスを入力します。

に統合されたプラグアンドプレイゲートウェイは、同じ仮想 IPアドレスがアクティブノー
ドに転送される場合に機能します。Prime Infrastructureに統合されたシスコプラグアンドプレ
イゲートウェイは、仮想 IPアドレスを使用するように自動的に設定されます。シスコプラグ
アンドプレイゲートウェイの設定で必要な特定の設定はありません。

関連トピック

IPアドレスが異なる HAの （3ページ）

IPアドレスが異なる HAの
は、IPアドレスが異なるプライマリサーバーとセカンダリサーバーで設定できます。シスコ
プラグアンドプレイゲートウェイの設定では、詳細セットアップで pnp setup advanceコマン
ドを実行して、次の情報を入力します。

•プライマリ IPアドレス。
•セカンダリサーバーを設定する場合は、プロンプトで yを入力します。
•セカンダリ IPアドレス。

コマンドの実行方法については、『Command Reference Guide for Cisco Prime Infrastructure』を
参照してください。

に統合されたシスコプラグアンドプレイゲートウェイは、プライマリサーバーとセカンダリ

サーバーに別々の IPアドレスが割り当てられている場合は機能しません。アクティブノード
に基づいて、ブートストラップ設定を変更する必要があります。

（注）

関連トピック

シスコプラグアンドプレイゲートウェイ HAの前提条件（2ページ）
Prime Infrastructure HA用のスタンドアロンシスコプラグアンドプレイゲートウェイの
セットアップ（2ページ）
HAのシスコプラグアンドプレイゲートウェイの削除（6ページ）
シスコスタンドアロンプラグアンドプレイゲートウェイサーバー HAのセットアップ
（4ページ）
シスコプラグアンドプレイゲートウェイ HAとの組み合わせ（7ページ）
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シスコスタンドアロンプラグアンドプレイゲートウェ

イサーバー HAのセットアップ
シスコスタンドアロンプラグアンドプレイゲートウェイは、フェールオーバー用のセカンダ

リサーバで HAに設定することもできます。HAのシスコプラグアンドプレイゲートウェイ
は、必ず、アクティブノードの仮想 IPアドレスで設定されます。HAのスタンドアロンプラ
グアンドプレイゲートウェイをセットアップする場合は、次の手順を実行する必要がありま

す。

• 2つの到達可能なシスコプラグアンドプレイゲートウェイを別々の IPアドレスでインス
トールします。

•プライマリシスコプラグアンドプレイゲートウェイでpnp setupまたはpnp setup advance
コマンドを実行します。詳細については、『Command Reference Guide for Cisco Prime
Infrastructure』を参照してください。セットアップの終了時点で、プライマリサーバーに
よって、自動的にセカンダリシスコプラグアンドプレイゲートウェイが設定されます。

•プライマリシスコプラグアンドプレイゲートウェイHAサーバーでHAを設定する場合
は、プロンプトで yを入力します。

HAの を使用したスタンドアロンシスコプラグアンドプレイゲートウェイは、プライマリ
からセカンダリへの自動フェールオーバーを備えています。手動フェールオーバーは使用でき

ません。

（注）

HAの を使用したスタンドアロンシスコプラグアンドプレイゲートウェイは、セカンダリ
サーバーからプライマリサーバーに手動または自動でフェールバックするように設定できま

す。

pnpセットアップの一部として、シスコプラグアンドプレイゲートウェイの仮想 IPアドレ
ス、仮想ホスト名、IPアドレス、およびセカンダリサーバーのユーザー名とパスワードを入
力します。セットアップ中にプロンプトが表示されたら、手動フェールバックの場合は0を、
自動フェールバックの場合は 1を入力します。

手動フェールバックをお勧めします。フラッピングインターフェイスなどのシナリオでは、

フェールオーバーとフェールバックが連続して発生するため、自動フェイルバックはお勧めし

ません。

（注）

関連トピック

シスコプラグアンドプレイゲートウェイのステータス（5ページ）
シスコプラグアンドプレイゲートウェイ HAの機能（1ページ）
シスコプラグアンドプレイゲートウェイ HAのセットアップ
シスコプラグアンドプレイゲートウェイ HAとの組み合わせ（7ページ）
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シスコプラグアンドプレイゲートウェイのステータス
シスコプラグアンドプレイゲートウェイのステータスインターフェイスは、次のステータ

スに関する詳細情報を提供します。

HAステータス：

•セットアップ中に仮想 IPアドレスが入力された場合は、このステータスにアドレスだけ
が表示されます。シスコプラグアンドプレイゲートウェイステータスでは、プライマリ

サーバーとセカンダリサーバーのどちらに接続されているかは識別できません。

•シスコプラグアンドプレイ HAステータス

両方のゲートウェイが稼働している場合は、別のシスコプラグアンドプレイゲートウェイプ

ロセスのステータスとともに、シスコプラグアンドプレイゲートウェイがアクティブモード

で表示されます。このステータスには、表内の追加の値として、プライマリサーバとセカンダ

リサーバ間の接続ステータスも表示されます。

シスコプラグアンドプレイゲートウェイサーバーのステータスをチェックするには、その

ゲートウェイサーバーにログインして、pnp statusコマンドを実行します。ゲートウェイサー
バーの状態が表示されます。

コマンドの実行方法については、『Command Reference Guide for Cisco Prime Infrastructure』を
参照してください。

SERVICE | MODE | STATUS | ADDITIONAL
INFO
------------------------------------------------------------------------------------------
System | | UP |
------------------------------------------------------------------------------------------
Event Messaging Bus | PLAIN TEXT | UP | pid: 6808
CNS Gateway Dispatcher | PLAIN TEXT | UP | pid: 7189,
port: 11011
CNS Gateway | PLAIN TEXT | UP | pid: 7223,
port: 11013
CNS Gateway | PLAIN TEXT | UP | pid: 7262,
port: 11015
CNS Gateway | PLAIN TEXT | UP | pid: 7306,
port: 11017
CNS Gateway | PLAIN TEXT | UP | pid: 7410,
port: 11019
CNS Gateway | PLAIN TEXT | UP | pid: 7493,
port: 11021
CNS Gateway Dispatcher | SSL | UP | pid: 7551,
port: 11012
CNS Gateway | SSL | UP | pid: 7627,
port: 11014
CNS Gateway | SSL | UP | pid: 7673,
port: 11016
CNS Gateway | SSL | UP | pid: 7793,
port: 11018
CNS Gateway | SSL | UP | pid: 7905,
port: 11020
CNS Gateway | SSL | UP | pid: 7979,
port: 11022
HTTPD | | UP |
Image Web Service | SSL | UP |
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Config Web Service | SSL | UP |
Resource Web Service | SSL | UP |
Image Web Service | PLAIN TEXT | UP |
Config Web Service | PLAIN TEXT | UP |
Resource Web Service | PLAIN TEXT | UP |
Prime Infrastructure Broker | SSL | UP | Connection:
1, Connection Detail: ::ffff:10.104.105.170:61617
bgl-dt-pnp-ha-216/admin#
SERVICE | MODE | STATUS | ADDITIONAL
INFO
------------------------------------------------------------------------------------------
System | | UP |
------------------------------------------------------------------------------------------
Event Messaging Bus | PLAIN TEXT | UP | pid: 6426
CNS Gateway Dispatcher | PLAIN TEXT | UP | pid: 7107,
port: 11011
CNS Gateway | PLAIN TEXT | UP | pid: 7141,
port: 11013
CNS Gateway | PLAIN TEXT | UP | pid: 7180,
port: 11015
CNS Gateway | PLAIN TEXT | UP | pid: 7224,
port: 11017
CNS Gateway | PLAIN TEXT | UP | pid: 7263,
port: 11019
CNS Gateway | PLAIN TEXT | UP | pid: 7309,
port: 11021
CNS Gateway Dispatcher | SSL | UP | pid: 7381,
port: 11012
CNS Gateway | SSL | UP | pid: 7537,
port: 11014
CNS Gateway | SSL | UP | pid: 7581,
port: 11016
CNS Gateway | SSL | UP | pid: 7685,
port: 11018
CNS Gateway | SSL | UP | pid: 7855,
port: 11020
CNS Gateway | SSL | UP | pid: 7902,
port: 11022
HTTPD | | UP |
Image Web Service | SSL | UP |
Config Web Service | SSL | UP |
Resource Web Service | SSL | UP |
Image Web Service | PLAIN TEXT | UP |
Config Web Service | PLAIN TEXT | UP |
Resource Web Service | PLAIN TEXT | UP |
Prime Infrastructure Broker | SSL | UP | Connection:
1, Connection Detail: ::ffff:10.104.105.170:61617
PnP Gateway Monitoring | SSL | UP | port: 11010
PnP Gateway HA | SSL | UP | Primary Server
is in Active state
bgl-dt-pnp-ha-217/admin#

HAのシスコプラグアンドプレイゲートウェイの削除
スタンドアロンシスコプラグアンドプレイゲートウェイ内のプライマリ IPアドレスとセカ
ンダリ IPアドレスが異なる の HA設定を削除するには、pnp setup advance詳細セットアップ
コマンドを実行し、プロンプトが表示されたら nを入力します。

シスコプラグアンドプレイゲートウェイ HAを削除する場合は、pnp setupまたは pnp setup
advanceコマンドを実行し、プロンプトが表示されたら nを入力します。
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詳細については、『Command Reference Guide for Cisco Prime Infrastructure』を参照してくださ
い。

シスコプラグアンドプレイゲートウェイ HAを削除する場合、管理者は手動で、動的ポート
割り当て cns eventコマンドを変更し、HAがオフになったらセカンダリサーバーを使用停止
にする必要があります。シスコプラグアンドプレイゲートウェイセカンダリサーバーは、

使用停止にされなければ、仮想 IPアドレスで動作を継続します。

（注）

関連トピック

シスコプラグアンドプレイゲートウェイ HAとの組み合わせ（7ページ）
シスコプラグアンドプレイゲートウェイ HAの制限（8ページ）
シスコプラグアンドプレイゲートウェイ HAの機能（1ページ）
シスコプラグアンドプレイゲートウェイ HAのセットアップ

シスコプラグアンドプレイゲートウェイ HAと の組み
合わせ

シスコプラグアンドプレイゲートウェイ機能は、とのHA用のさまざまな設定を可能にしま
す。使用可能な設定オプションに応じて、以下のようなさまざまな組み合わせがあります。

• HAを備えていないスタンドアロンシスコプラグアンドプレイゲートウェイ（単一のシ
スコプラグアンドプレイゲートウェイ）

• HAを備えていない サーバー。
•仮想 IPアドレスを使用し、HAを備えた サーバー。
• IPアドレスが異なるプライマリサーバーとセカンダリサーバーを使用し、HAを備
えた サーバー。

•仮想 IPアドレスを使用し、HAを備えたスタンドアロンシスコプラグアンドプレイゲー
トウェイ（2つのシスコプラグアンドプレイゲートウェイ）

• HAを備えていない サーバー。
•仮想 IPアドレスを使用し、HAを備えた サーバー。
• IPアドレスが異なるプライマリサーバーとセカンダリサーバーを使用し、HAを備
えた サーバー。

•内の統合型シスコプラグアンドプレイゲートウェイ

• HAを備えていない サーバー。
•仮想 IPアドレスを使用し、HAを備えた サーバー。

関連トピック

シスコプラグアンドプレイゲートウェイ HAの制限（8ページ）
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シスコプラグアンドプレイゲートウェイ HAの機能（1ページ）
シスコプラグアンドプレイゲートウェイ HAのセットアップ
HAのシスコプラグアンドプレイゲートウェイの削除（6ページ）
シスコプラグアンドプレイゲートウェイのステータス（5ページ）

シスコプラグアンドプレイゲートウェイ HAの制限
シスコプラグアンドプレイゲートウェイ HA機能には次の制限があります。

•フェールオーバーとフェールバック（とシスコプラグアンドプレイゲートウェイスタ
ンドアロンサーバー）中にシスコプラグアンドプレイゲートウェイで部分的に完了した

プラグアンドプレイ要求は、サーバー上で不完全なままとなり、デバイス上で正常に設

定されない可能性があります。

•フェールオーバーとフェールバックには 5～ 10分かかり、その間シスコプラグアンドプ
レイゲートウェイのプロビジョニングは行われません。cns config initialを使用してブート
ストラップを受信したデバイスは、引き続き、プロビジョニングのためにシスコプラグ

アンドプレイゲートウェイに到達できます。詳細については、『CommandReferenceGuide
for Cisco Prime Infrastructure』を参照してください。

• IPアドレスがアクティブサーバーからスタンバイサーバーに移動されてからデバイスが
バックアップサーバーに接続するまでの時間は、cns eventコマンドで使用可能な再接続時
間に関する設定によって異なります。

•統合プラグアンドプレイゲートウェイは、Prime内の HA設定が仮想 IPアドレスに基づ
いている場合に HAをサポートします。プライマリサーバーとセカンダリサーバーの IP
アドレスが異なる HAは、統合サーバー内のプラグアンドプレイゲートウェイ HA機能
をサポートしません。

•統合プラグアンドプレイゲートウェイでは、すべてのゲートウェイ SSLポート（たとえ
ば、ポート 11012、11014など）において SSLv3がデフォルトで無効化されています。

•関連項目

関連トピック

シスコプラグアンドプレイゲートウェイ HAの機能（1ページ）
シスコプラグアンドプレイゲートウェイ HAのセットアップ
HAのシスコプラグアンドプレイゲートウェイの削除（6ページ）
シスコプラグアンドプレイゲートウェイ HAとの組み合わせ（7ページ）
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http://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/prime-infrastructure/products-command-reference-list.html


翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


